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日本 産 Rhus 属樹種 の有 す る樹脂道

の 分 布 並 に 構 造 に就 て1)

原 田 盛 重

(昭和十三年七月八日受理)

(第 一圖版附)

1.緒 言

漆樹科植物の 屡樹種に於ける樹脂道の分布並に構造に就ては 夙に多 くの學者により

て研究せられ多くの文獻 にその研究結果をみる。 氏(2)(1879)は

の果實内にある蝋分の爽達に就て述べ,そ の中に樹脂道に就て簡単 に述べ,

氏(3)(1881)は 及

び の若 き枝の中にある樹脂逆の分布に就て述べ,氏(4)(1882)

は 及び の樹皮の解剖をな し,樹 脂道

の分布並に構造に就て論 じ,氏(7)(1899)は 双子葉植物の 組織解・剖に關する著

書の中に 及び の 有する樹脂道の分布に

就て記載せ り。 氏(13)(1912)は の有毒作用に就て論じ,そ

の中に同植物の有する樹脂道に就て述べた り。 氏(12)(1918)は

の葉藁根及び果實の中にある樹脂道の分布並に構造に就て研究せ り。上述の文獻 は何れ

も外國産の 属樹種の有する樹脂道に就ての研究な り。 然れども此等は 氏の

記載を除き他はすべて極めて簡単 なる記載にすぎず。

Fl本床 屡樹種に 關する研究は 乾(8)

(1900)・田 端(9)(1907)及 び高橋(4)(1921)の 諸氏によりてなされた り。 氏はハゼ

ノキの果實の有する蝋分及び共の果實内にある樹脂道に就て簡単 に述べ,氏 と高橋氏

は詳細にウルシ ノキに於ける樹脂道の分布並に構造に就て論じ,猫,乾 氏はウルシノキ及び共

の外にその類似植物の有する樹脂道に就て述べ居るも極めて簡単 なるものな り。 田端氏はハ

ゼ ノキの果實及び幼植物の含有物に於ける顯微化學的研究をなし,そ の中に樹脂道に就て簡単
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に記載する所あ り。以上の文献 に徴するに日本産 属樹種の有する樹脂道の分布並に構

造に就ての研究は殆どウルシノキのみな り。余(115-32)は 從來日本産Rhus属 の各樹種の各

部分に就て解剖 をな し,逐 次発表 したるが茲に は総合的に日本産R加S圏 樹種の有する樹脂道

の分布並に構造に關 して焚表をなさんとす。

II.材 料 及 び 研 究 方 法

植物の有する分泌羅官の分布 並に構造は植物の各部分若 くば 若きものと老ひたるもの との

間に於て異なることあ り。余は日本産RhUS屡 ハゼノキ,ヤ マハゼ ノキ,ウ ルシノキ,ヤ マウ

ルシ及び ヌルデ等の各樹種の葉,童,根,花 及び果實内にある樹脂道の観察をなせ り。樹脂道

の初期の分布を研究するためには芽,種 子及び最 も若 き果實を用ひ,猫 叉稍々発育 せる状態を

槍するために萠芽 並に発芽 後の極めて若 きものを使用せ り。猫茎及び根は最 も若 きもの より1

年 を経過 して コルク暦を形成するもの 及び コル ク暦が著 しく発達 したる老木よりその材料を

求めた り。材料は大部分 フオルマ リン中に貯藏せるものを用ひ,主 として剃刀による切片を利

用 し,花 及び最も若 き果實に於ては ミクロトームを使用せ り。

III.研 究 成 績

A)葉

日本産Rhus屡 樹種の葉に於ては発芽 後の極めて若き通常葉の葉枕には維管束に絆ふ4・一

!0個 の樹脂道あ り。横噺面の形状 に類似 して1列 に配列す。中肋には4個 の維管束あ りて各

々1個 の樹脂道合計4個 の樹脂道を有すれども中肋内にあるものは典の末端郁に於ては唯1

個の樹脂道 となる。側脈及び細脈内にも何れ も1個 の維管束あ りて1個 の樹脂道 を有す。

これに反 して 萌芽せる葉は何れの樹種に於ても発芽 によるものより多くの維管束あ り。殊

に総葉柄の葉枕の 基部に於ては多数 の維管束が葉枕の横断而の 外輪廓に類似の形刑tをな して

配列せ り。日本産Rhus属 中ヌルデの葉枕のみは維管束が特殊の配列をなす。即 ち横噺面の

k側 にあ りては維管束の配列に大なる映所を生ず。 ヌルヂ を除く他の五種にあ りては斯の如

き欠所を生ぜず して 横噺面の上側には 維管束は直線対1こ若くば綬慢なる曲線状に配ダljす。 各樹

種 とも維管束の筋管部内には1個 の大なる樹脂道を有すするをもつてこの部分に於けろ樹脂道

の配列状態に於ても叉 ヌルデのみは他の樹種と異なるをみる。 総葉柄は末端になるに從ひて

維管束の数 を減 じ,多 くの場合6-8個 の大なる維管束が略々対粥の位置に並び,各 々1個

の大なる樹脂道 を有す。何れの樹種に於て も小葉柄は4-6個 の大なる維管束あ りて各々1個
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つつの大なる樹脂道を有す。ハゼノキ,ヤ マハゼノキ,ウ ル シノキ及び ツタウル シは総葉柄の

末端及び小葉柄には1個 の樹脂道を有する2個 の細脈の横断面を断面上部の左右両側の皮層

内に見ることあ り。 何れの樹種 も略々中肋の中央部にあ りては大なる維管束が多くの場合4

個存在す。略々輪状に配列 し,騰 を取團む。各維管束は大なる1個 の樹脂道を飾管部内に有

するもこの外に小なる樹脂道を有することあ り。 中肋の末端部及び側脈内には1個 の維管束

あ りて1個 の樹脂道 を有す。樹脂道の存在する 飾管部若 くば靱皮部の外側に横断面に於て三

ヶ月型をなせる厚膜靱皮繊維の集團あ り。 厚膜靱皮繊維の集團は 原則としては 三ヶ月 型をな

すも中肋及び側脈内にあるものは往々その形状 が変化 し,殆 ど直線朕をなせるもの,塊状 の集

團をなせるもの,若 くば集團が異状の発達 をな し樹脂道を取園む もの等あ り。日本産 属

樹種の葉は維管束の通ずる所すべて節管部内に樹脂道を有 し,こ れ等の樹脂道は維管束に並行

的に走る。猫日本産Rhus圏 樹種の中,ツ タウルシの葉は髄部に全 く樹脂道 を有せざるか或は

極めて稀には葉枕の髄部に数個の樹脂道 を有する ことあるも ツタウル シを除 く外のすべての

樹種は髄部に樹脂道を有 し,殊 に葉枕の髄部に於ては最 も多 し。ハゼノキ,ヤ マハゼノキ及び

ウルシノキにあ りては著 しく大なる樹脂道あ りて 錦管部内にあるものの数 倍の 大 さに達する

ものあ り。体内 にある樹脂道はすべての樹種に於て 直線若 くば 梢々曲線駄 とな り維管束 と同

方向に走るが,稀 には体部に於て網欣連絡 をなすものあ り。

B)童 ・

日本産Rhus圏 樹種はすべて稚雷の茎 に於て各維管束の飾管部内に1個 合計4個 の樹脂道

あ り。 蔀芽後数ヶ月 を綻過 したる稚苗の葉の先端近 くにあ りては維管束が断片的に生ずれ ど

も,樹 脂道の鍛は維管束の発達 せる茎の基部 より却つて多く存在せ り。然れ ども上部に於ける

斯の如 き状態は発育 中の一時的現象な り。 これ要するに樹脂道は発育 旺盛なる柔軟なる個所

に比較的早く発生する傾向を有するものな り。 師管部内にある樹脂道は横断面に於て 略々圓

形 をな し,維 管束に並行的に走 る。前述の如 く飾管部内には早 くより樹脂道を生ずれ ども,各

樹種の体内 の樹脂道は1年 を綻過せるものに於て も容易に磯生せず。 各樹種の冬芽の茎の 始

原髄の模噺面に於ては維管束が輪状 に配列し,飾 管部に1個 の樹脂道 を有す。 フオルマリン

中に貯藏せるものに於ては樹脂道の内容物はヌルデは乳白色を呈するも,共 他の樹種にあ りて

は黒色を呈せ り。 何れの樹種に於て も冬芽の茎の 始原髄の体内 には樹脂道あ り。 共の中ツタ

ウルシのみは樹脂道が極めて少 く全 く有せざる場合 もしば しばあ り。 各樹種とも体内にある

樹脂道は往々網状連絡となれ り。
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萠芽せる若き茎に於ては横断面の外輪廓に類似 して多 くの維管束が1列 に配列 し,各 飾管部

内に各々1個 の樹脂道を有す。 各節管部 若 くば靱皮部は横断面に於て三ヶ月 型 をなせ る厚膜

靱皮繊維の集團がその外側に存在 し,発達 せるものに於ては五に相接 し,輪 犬に飾管部の外側

を取園む。その内側の組織中に1個 の大なる樹脂道あ り(Fig.13参 照)。 後に生じた る樹

脂道は初め生 じたる樹脂道の内側にあ り,殊 に小なるをもつて極めて区別明瞭なり。樹脂道の

横断面は圓形或は楕圓形をな し,上 皮細胞は小に して薄膜柔細胞な り。

萠芽後最も若 き輩の髄部に於ては ツタウルシは稀には僅かの樹脂道 を有することあるも,他

の五種は何れ も多く存在せ り。体内にある樹脂道は節部に於て網状連絡 をなす ものあ り(Fig.

2参 照)。体内 に生ずるものの中ツタウルシ及び ヌルデは主として体の周遽部に生じ比較的樹

脂道は小なるも,ハ ゼノキ,ヤ マハゼ ノキ,ヤ マウル シ及び ウルシノキは主として体内 の樹脂

道は周睦部に不規則に生じ,域 々著 しく大なるものあ りて飾管部にあるものの数倍の大 さに達

するものあ り。体内 の樹脂道の数に於てはウル シノキが最も多く,他 の五種にあ りては直径4

mmの 髄に於て模噺面の樹脂道の数 は10=20個 に過ぎざれども,ウ ルシノキは 同直径に於

て40個 以上存するをみた り。一一般に同一植物に於て も樹脂道の数の多 き時は横断面に於ける

大さは概 して小なれども,少 き時は比較的樹脂道は大なる傾向を有せ り・体内にある樹脂道の

横断面 も略々圓形を呈し,上 皮細胞及び共の周園にある細胞は一般に薄膜(Fig.'15参 照)な

う も,導 管部近 くに存するものにあ りてはその周園にある細胞が多少厚膜となれ り。

・各樹種とも発芽せるものに於て1年 を経過せる時は靱皮部に ある多 くの 樹脂道の中,初 め

より生ずる4個 の樹脂道 は他の樹脂道 と異な り大に して,略 々 同間隔 に存在するを以て他の

桐脂道 と明かに区別 し得べ し。然れども茎が 次第に発育 するに從ひて 斯の如き差異は認めざ

ろに至る。発芽 及び萌芽せる葦に於て1年 を経過 せるものは 何れの樹種に於ても厚膜靱皮繊

維の集團が よく発育 し,横 断面は三ヶ月 型となり靱皮部の外側を取園む 。靱皮の新生部 には初

め樹脂道が略々1列 に配列するも,次 第にその数 を檜すと共に ヌルデ を除 く外他の五種は不

規則なる配列となる。

各樹種とも3-5年 を経過せる茎の靱皮に就てみるに靱皮の蕉生部にある厚膜靱皮繊維の集

團は不正形 とな り,樹 脂道は主 として共の内側に位する組織の中に存 し,一 定断面積内に於け

る其の数 は若 き藁に比 して少く,且 横断面に於て扁挙 となる。これに反 して靱皮の新生部には

模噺面に於て圓形若 くば縮圓形をなせる多くの小なる樹脂道 をみる。 上 皮細胞 及び共の周蓬

にある細胞は靱皮の奮生部にあるものに比 して稽々薄膜に して形は不正形な り(Fig.]及Fig.

14参 照(。 この部分 にある樹脂道は靱皮の 奮生部にある樹脂道 と同じく維管束に並行的に走



る。次に体部に就てみるに ツタウル シは横断面に於て1-4個 の樹脂道が存在すれ ども#:他の

樹種にあ りては比較的多 くの樹脂道が体 の周邊部近 くに不規則に配列せ り。 莇芽後の若 き糞

の体部 にみるが如 くツタウルシ及び ヌルデを除 く外,各 樹種 とも体内にある樹脂道が靱皮にあ

るものに比 して著 しく大なるものあ り。 各樹種の老難に於ては 靱皮の奮生部 にある厚膜飾皮

繊維の集團は大部分消 失し,こ れに反 し石細胞の 集團を多く生ぜ り(Fig.1参 照)。 一・定断

面積内に於ける樹脂道の数は極めて少 く横断面に於て扁平 とな ゆ大部分接線方向に伸び,樹 脂

道の上皮細胞は稽々厚膜とな り,そ の周邊 にある細胞はそれ より更に肥厚せ り。靱皮の新生部

に生ずる樹脂道はヌルデに於ては接線方向に規則的に配列するも,ヌ ルデを除く他の樹毬にあ

りては不規則なる配列をなせ り(Fig.1参 照)。 何れの樹種に於て も新生郡に生ずる樹脂道 は

欝生部に生ずる樹脂道 に比 して小なれども一定断面積に於ける共の激は著 しく多 し。 各樹種

の切断面 より滲出する乳液は主として此部分にある 樹脂道 よりの 滲出によるもの多し。 日木

産 屡樹種 中ウル シノキの有する樹脂道は大にして共の数 多く,從つて滲出する乳液 も他

の樹種に比 して多量なるをもつて特にこの乳液が利用せらる い一因をなす ものなり。各樹種の

樹齢8--15年 の老単に 於ける靱皮の横断面の1雫 方粍内にある樹脂道の平均 数及び平均直径

を一表示すれば次の如 し。
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靱 皮 の 套 生 部 靱 皮 の 新 生 部　 へ
植 物 名4均 数平均 径(mm)4均 数平均 径(mm)

長径 短径 長裡 短径

2・ ゼ ノ キ10.100.04150.060.04

・ヤ マ ノ・セyノ キ10 .120.05140.060.03

ウlvシ'ノ キ10.200.08250.100.08

ヤ マ ゥ ル シ10.100.04110.080.06

ッ タ ゥ ノレ ミン ・10.100.0690.060.04

ヌ ル デ10.100.04150.060.02

SOLEREDER 氏(7)(1899)に よれば漆樹科植物の 及びAnacardium occidentale Holigarna

屡の樹種に於ては初生皮層 中に樹脂道が存在せ り。叉 氏によれば漆樹科植物の

の茎の靱皮部内にある樹脂道 は網状をな し,叉 は靱皮部にある

樹脂道の分岐せるものが体 腺中1と入 りこsに 盲管状に終 ることを述べたるも,日本産 鷹

樹種にあ りては前述の如 く飾管部,靱 皮部及び体部 にこれを有すれ ども,初 生皮層 中にはこれ

をみず。叉節管部及び靱皮部にあるものは如何 なる部分に於て も網状をなすことなく維管束に

雫行的に走 り,盲 管状に絡る。 氏(11)(1918)の 研究によれば漆樹科植物の

nus  molle
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carpus racernosa

Corynocarpus

は材部の柔組織内に樹脂道を有するものあれ ども,日 本産 屡樹種

は何れ も材部にこれを有せず。

次に各樹種の老単に 於ける体部 に就てみるに萠芽 による若 き単に於けるが 如 く一・定断面積

内に多くの樹脂道 を有せざるも一般に 樹脂道が 大な り。 氏 によれば 漆樹科 植物の

属は靱皮部及び体部 に樹脂道 を有せず。 屡は靱皮部には有せざるも

体部にはこれを有す。 氏(3)(1881)に よれば は靱皮部に樹

脂道 を有すれ ども体部 にはこれを有せず。 斯の如 く漆樹科植物の或種は体内 に樹脂道を有 し,

或種はこれ を有せ ざるにより 氏によりて分類上種々論議せ られた り。

氏(3.5)(1881,1895)は 實験に供 したる多くの材料中,熱 帯産の 属樹種は体内 に樹脂

道 を有するも亜熱帯産の ものは体内 にこれを有せざることを述べた り。日 本庵 鵬樹種

は前述せるが如 く発芽せるものは容易に体内 に樹脂道を発生せざるも,萌 芽によるものは早 く

よ りこれを有す。何れの樹種 も老樹の茎の体内 にある棚脂道は若 きものと同じく直線刑ζ,若く

ば曲線状 とな り維管束と同方向に走るも,往 々網状 連結 となる ものあ り。 氏(11)

(1918)は 及び は髄線内に樹脂道 を有することを述べ屠るも,

日本産 属樹種は老単に 於て も髄線内にこれを有せず。

C)根

日本産属 樹種の発芽 後の極めて若 き根の横断面に於ては4個 の維管束あ り。各篩管

部内に1個 の樹脂道が存在 し,各 樹脂道間の 距離が殆ど同間隔となれ り。 輩 と根 との境界部

に於て も樹脂道は網状となることなく,維 管束に並行的に根の 先端近 くまで達せ り。納々発育

して側根を有するに至 りたる根は大なる4個 の樹脂道のみを有 し,後 に生ずる樹脂道の存在

をみず。側根にも4個 の樹脂道あ りて主根中に於けると同様の走向をなせ り。

各樹種の有する古 き根に就て楡するに樹脂道は根の大 さによりて数及び配列状態を異にす。

根の直径が0.5-1mmの ものは靱皮の蕾生部に4-6個 の樹脂道が存在 し,1列 輪状 に配列

せ り。 同一植物の根に於て 直径がそれ より大 となるに從ひて 靱皮の奮生部にある樹脂道はそ

の数 を増 し1列 に配列す。 靱皮の新生部にも樹脂道を磯生 し,こ の部分にある樹脂道は初め

略々1列 に生ずるも,直 径が1cm以 上の ものに於ては ヌルデは樹脂道が接線方向に規則的

に配列するも(Fig.3参 照),其 他の樹種にあ りては多くの樹脂道が不規則に配列せi)。 これ

に対し て靱皮の奮生部にある樹脂道 はコルク組織の発達 に件ひて横断面が著 しく扁平 となる。

各樹種の葉及び茎 に於ては樹脂道を有する靱皮の外側に 厚膜靱皮繊維の 集團を有するもの
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なれ ども,根 に於ては若 きものより老いたるものに至るまで根の如何 なる部分に於ても厚膜靱

皮繊維の集團をみず。

D)花

日本産 π加s屡 樹種の花に於ては花梗は梢々大なる3-5個 の維管束の外tc,数 個の小なる

維管束あ り輪1伏に配列 し,各 維管束は1個 の樹脂道を有す。 募片及び花辮は略々中央部に基

部 より上方に向つて走る1個 の大なる維管束あ り,そ の飾管部内には稽々大なる1個 の樹脂

道あ り(Fig.8.9参 照)。 基部に大にして先端部になるに從ひて小となる。 ウルシノキ,ツ タ

ウルシ及びハゼ ノキの花辮に於ては中央の主脈 より多 くの細脈をその両側に分岐 し,そ の細脈

は更に小なる脈をそれ より分岐す。猫大なる主脈と關係なく,そ の左右両側に於て花辮の基部

より上方に向つて走 る1-2個 の細脈あ り(Fig.7滲 照)。 以上の細脈は何れ も飾管部内に

1個 の小なる樹脂道 を有す。ヤマウルシ及び ヤマハゼノキは細脈の敬が極めて少 きをもつて,

花辮に於ける全樹脂道の激は前者に比 して極 めて少数な り(Fig.6参 照)。 日本産 屡

樹種llIヌルデを除 く外の大部分の花はフオルマ リン中に貯藏せるものは樹脂道の内容物が酸

化によりて黒色を呈 し,維 管束内の樹脂道の走向が外部 より明瞭に認め得べ し。

何れの樹種に於ても雌花にある雄蕊は短小,麥 縮せ る約を有するも,雄 花にあるものは長大

に して系勺に多くの花粉 を有す。最 も若 き雄蕊は花糸に樹脂道 を認め得ざるも,発育 せ るものは

花糸の中心に基部 よ り上方に向つて直線状 に走る1個 の樹脂道あ り(Fig.10参 照)。 然れ

ども約には樹脂道を有せず。雄花にある雌蕊は極めて短小に して後麥 縮す。 雌花に於てはこ

れに反 して雌蕊がよく発育 し,子 房圧は蕾の時 より多 くの樹脂道 を有 し維管束に伴ふ 。 各樹

種 とも花柱の塞部に於ては6-8個,上 方部に於ては3-7個 の維管束に伴ふ樹脂道が1列 輪

朕に配列するも(Fig.11参 照),柱 頭内にはこれ を有せず。

E)果 實

日本産属RhUS樹 種の極めて若き果實に就て楡するに ヌルデ に於ては 維管束に伴ふ樹脂道

が 中果皮の略々中央暦部に1列 に並び(Fig.12参 照),ヌ ルデを除く他の樹種に於ては中果

皮の横断面の幅廣き部分に於ては樹脂道が略々2列 に配列せ り。発育 せる果實に於てはヌル

ヂは依然樹脂道が1列 に配列するも,ヤ マウルシ及びツタウルシは樹脂道が2列 に配列 し,そ

の中ツタウルシは小なる樹脂道が外側に大なる樹脂道は内側に存するも,ヤ マウルシにあ りて

は多 くの場合大なる樹脂道は外側に小なる樹脂道はその内方部にあ り(Fig.5参 照)。 これに

反 して ハゼノキ,ヤ マハゼ ノキ,ウ ルシノキにあ りては大小の樹脂道が不規則に配列せ り,

Rhus



各樹種 とも極めて若 き果實にあ りては樹脂道 は柔膜細胞鞘を 有せざるも発育 するに從ぴこ

れを生ずるに至る。その中ヌルデは他の樹種に比 し遙に逓 く柔膜細胞鞘を生 じ,そ の細胞鞘の

大 さは日本産Rhusig中 最小な り。これに反 してハゼ ノキ,ヤマハゼノキ及び ウルシノキは柔

膜細胞鞘が大に して,ハ ゼノキの如きは細胞鞘の厚さが0・3mmに 達するものあ り。 ヤマハ

ゼ ノキは果實の若 き時はハゼノキと大差なく柔膜細胞鞘は発育 せるも,果 實が発育 するに從ひ

て次第にハゼ ノキに劣 り,柔 膜細胞鞘の厚 さはハゼ ノキの殆 ど二分の一 となる。 日本産

属樹種中ウル シノキとハゼ ノキ及び ヤマハゼ ノキは柔膜細胞鞘内の各細胞は中果皮の他の組

織細胞に比 して著 しく大な り(Fig.16参 照)。 ウルシノキは発育 せる果實に於て柔膜細胞鞘

内に極めて稀に僅かの樹脂道 を生ずることあるも,ツ タウルシの勅々発育 せる果實は殆んど常

に鞘内に小なる樹脂道が比較的多く発生する(Fig.4参 照)。 中果皮内にある導管部はハゼノ

キ,ヤ マハゼノキ,ウ ル シノキ,ツ タウルシは柔膜細胞鞘の外側にそれに接 して輪状 に配列す

(Fig.4参 照)。 ヤマウルシ及び ヌルデ は柔膜細胞鞘の内側部に於てこれに接 して1個 存

在するのみな り。

各樹種の成熟せる果實の外果皮を除去せるものに就て みるに何れ も外部 より樹脂道の走向

を認め得るも,殊 にツタウルシ,ヤ マウルシ及びヤマハゼノキは申果皮の外側部に多 くの樹脂

道が露出 し,而 もその中にある乳液が酸化に よりて黒色を呈 し,果 實の基部 より上方に向つて

大部分並行的に走 り,その走向は他の樹種の果實にあるものに比 して明瞭な り。各樹種の種子

に遡 りてこれを槍するに子葉 及び胚軸内に樹脂道 を有 し,胚 軸に4個,子 葉には 一定せざる

も5個 内外の樹脂道が柵状 組織に接 して存在せ り。 更に胚珠に遡 りてみるに此部分に於ては

氏(10)(1912)が の胚珠の研究にみるが如 く日本産Rhus厨 樹種に

於ても樹脂道の存在をみず。

IV.糸 合 的 観 察

日本産Rhas屡 樹種は約 及び 柱頭 を除き維管束の通ずる所すべて飾管部若 くば靱皮部に樹

脂道を有 し,而 して何れの樹種に於て も華に最 も多く,そ れより根,葉,果 實及び花の順序に

樹脂道の数 を次第に減少す。童に於ては樹脂道は胚軸内に4個 の樹脂道が存在 し,発芽 せる幼

植物に於ても初め同数の樹脂道を有するも稚苗の発育 するに從ひて樹脂道の数 を漸次増加 し,

1年 を経過せる時は靱皮の奮生部に多くの樹脂道が存在 し,その内側部に少敏の後に生じたる

樹脂道 をみることあ り。

萠芽によるものは初めより多 くの樹脂道が存在 し,猫 叉発育 するに從ひて多 くの樹脂道 を生

ずるをもつて,1年 を経過せるものに就て両者 を比較するに萌芽によるものは発芽 せるものよ
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り遙に多 くの樹脂道 を有せ り。 老茎 に於ては何れの樹種 も靱皮の薔生部にある樹脂道は一定

断面積内に於けるその数は若 きものに比 して著 しく減少す。 これに反 して 靱皮の新生部には

一定断面積内に多 くの小なる樹脂道が磯生す。その激は茎が大なる程多 く存在 し,而 も老茎に

於ける乳液の分泌は主としてこの部分にある樹脂道によりて行はる。

根に於ては初め4個 の樹脂道が存在すれども,根 の発育 と共に樹脂道の数 を増す。 老根に

於ては茎に於けると同様に靱皮の奮生部には一定断面積内に僅かの樹脂道が存在するも,新 生

部には小なる比較的多 くの樹脂道が存在す。 根の先端部若 くば 側根及び細根 となるに從ひて

樹脂道の数 を次第に減少す。総髄的に根に於ける樹脂道 は茎に於けるもの より遙に少数 な り。

葉は葉枕に於ては比較的多轍存在するも,総 葉柄の先端になるに從ひて樹脂道の数 を減じ,

中肋に於ては大 なる樹脂道は約4個 とな り,葉 身に於ては多くの細脈内に各々1個 の樹脂道が

存在するのみな り。共の外,花 部に於ては花辮及び子房は大部分 稽々多数 の樹脂道が存在す

るも,花 桂及び花糸は極めて僅かな り。

以上によりてみるに口本産Rhus屡 樹種は茎に於て最 も多 くの樹脂道 を有 し,且 つ茎の 肥

大生長に從ひて更に多 くの樹脂道 を靱皮の新生部に生ずるをもつて,こ の部分は他の部分 と異

な りて最 も樹脂道の利用価値 を有す。漆樹が主として輩より探液せらるるもこれがためな り。

他の五種の有する樹脂道を漆樹 と比較するに他の五種の有する樹脂道は秤i々小に して 且樹脂

道の数が比較的少数 なるを異にするのみな り。 これ等の五種にある樹脂道の 利用価値 は今後

の栽培上の研究に侯たざるべからず。体内 の樹脂道は猷及び葉に於て存在するのみな り。発

芽せ るものは容易に体内 に樹脂道を有せざるも,萠芽 せるものは萠芽 當初より大部分の樹種は

多 くの樹脂道 を髄の周邊部近 くに存 し,節 部に於て網状連結 を有する ものあ り。老単に 於ては

磯生が秤1々中心的となる。体内 の樹脂道の著 しく大なるものにあ りては 筋管部若 くば靱皮部

にあるものの数倍の大 さに達 するものあ り。 然れ ども体内樹脂道の数は靱皮部にあるものに

比 して著 しく少 く,從 つて利用的慣値 を有せず。

次に ヌルデを除 く他の五種の老茎 及び 老根の靱皮の新生部にある樹脂道は不規則に配列す

るも,ヌ ルデの樹脂道 は接線方向に規則的に配列せるが如 き,叉発育 せる果實に於てヌルデは

中果皮の横断面の 略々中央暦部に樹脂道が1列 に配列するも,ヤ マウルシ及び ツタウルシは

2列 に配列す。その中ツタウル シは小なる樹脂道が外側に大なる樹脂道が内方部にあ り,而 し

て稽 々発育せる果實にあ りては樹脂道の柔膜細胞鞘内に小なる樹脂道 を多 く磯生するが如 き,

或は叉ウルシノキ,ハ ゼノキ及びヤマノ・ゼノキは発育せる果實に於て中果皮に大小の樹脂道が

不規則に配列するが如きは分類學上留意すべ き点な りと思考す。
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柵 樹 脂道の極 めて多 く存在す るを示 す。

什 樹 脂道 の多 く存在 す るを示 す。

十 樹 脂道の僅か存在 す るな示 す。
一 樹脂道 の存在 ぜざ ろを示す。

数字 樹脂道 の個数 を示す。数 字 に括孤 を附ぜ る ものは噺面 に於 け ろ全体 の個数 を示す。

(am)多 くの維 管束 の存在 のt;め に全 部にて は多数 の樹脂道の存在 す るを示ず。

(g)大 なる樹脂 道な る ことを示 す。

(or)規 則的 の配列 を示 す。

(1r)1列 の配列な る;と を示 す。

(2r)2列 の配 列な ろことを示 す。

(re)僅 か存 在 す る;と あ るも稀7svJ。

(ur)不 規 則的 の配 列を示す。



飾管部若 くば靱皮部及び体部 にある樹脂道の構造は横断面に於て 圓形若 くば擶圓形をな し,

上皮細胞及び共の周園にある細胞は小に して薄膜柔細胞なれ ども,樹 木の発育 するに從ひて童

及び根の靱皮の奮生部にあるものは樹脂道の横断面が著 しく扁平とな り,接 線方向に伸び,上

皮細胞は梢々厚膜とな り,そ の周邊にある細胞は更に肥厚す。靱皮の新生部にある樹脂道は比

較的小に して横断面は圓形若 くば糖圓形を呈し,上 皮細胞及び其の周邊にある細胞は靱皮の奮

生部にあるものに比 して稽々薄膜に して形蛛は稽々不正形な り。茎 及び 葉は樹脂道の存在す

る飾管部若 くば靱皮部の外側に横噺面に於て三ヶ月 型の厚膜靱皮繊維の集團を有すれ ども,根,

花及び果實にあ りてはこれを有せず。 日本産 属樹種の果實の中 果皮にある樹脂道は果

實の発育 するに從ひて各樹脂道に柔膜細胞鞘 を生ず。その中ウルシノキ,ハ ゼノキ及びヤマハ

ゼノキの柔膜細胞鞘は最 も大にして その鞘を構成する細胞は 中果皮の 他の組織細胞に比 して

著 しく大な り。而 して維管束の導管部がその周邊に瓢在 し,ヌ ルデ,ヤ マウルシは細胞鞘の下

側部に於てこれに接 し1個 の導管部が存在す。 斯の如 く柔膜細胞鞘が存在 し,維 管束の 導管

部が斯の如 き配列をなすは果實のみにみる特殊なる構造な り。

Rhus

V.摘 要

1)各 樹種 とも葉は維管束の通ずる所すべて飾管部に樹脂道 を有 し,葉 枕は最 も多 く,そ れ よ

り小葉柄,中 肋,側 脈及び細脈となるに從ひて樹脂道の数 を減じ,細 脈には普通1個 存在

するのみな り。

2)発芽 せる幼棺物の茎 は各樹種とも4個 の樹脂道を有すれども,莇 芽せる輩は一定断面積

に対し 割合に多 くの樹脂道を有す。 老葉の靱皮の奮生部に於ては 一定断面積内にある樹

脂道はその数 を増さざるも,靱 皮の新生部には多 くの小なる樹脂道を生ず。

3)各 樹種の極めて若 き根は4個 の樹脂道を有するも,古 き根は大 となるに從ひて靱皮の新

生部に多 くの樹脂道を生ず。

4)各 樹種の花の募 及び 花辮は維管束の飾管部内に樹脂道を有す。雄蕊及び雌蕊にも樹脂道

を有するも,莉 及び柱頭内にはこれ を有せず 。

5)各 樹種の発育 せる果實の中果皮に於ては何れ も多 くの樹脂道が存在 し,果 實の基部よ り花

柱痕に向ひて並行的に走る。

6)飾 管部若 くば靱皮部にある樹脂道は 如何なる部分にあ りても維管束に並行的に走るも,

体内にあるものは往々網状 となる。

7)根,葉,葉 及び花にあ りては樹脂道の横断面は圓形若 くば擶圓形をな し,上 皮細胞及び其二

の周蓬にある細胞は小なる薄膜柔細胞な り。 果實にある樹脂道はその 周邊に柔膜細胞鞘

を有 し,ハ ゼ ノキ,ヤ マハゼノキ及び ウルシノキは柔膜細胞鞘が殊に大にして,鞘 内の細

胞も中果皮の他の柔組織細胞に比 して著 しく大な り。
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ON THE DISTRIBUTION AND CONSTRUCTION ON THE RESIN 

    CANAL FOUND IN THE RHUS PLANTS IN JAPAN

 (Resume)

Morisige HARADA

   The detailed anatomical investigation of the resin canal in the Rhus 

plants found in Japan is almost limited to Rhus vernicifera at present, therefore 
I will now describe my investigation on the distribution and construction of 

the resin canal of the six species of the Rhus plants in Japan (R. succedanea, 
R. sylvestris, R. vernicifera, R. trichocarpa, R. Toxicodendron var. vulgaris 

and R. semialata var. Osbeckii). 

   We see the resin canals in the leaf, stem, root, flower and fruit of the 
Rhus plants in Japan in the phloem or bast portion in any part of the tissues 
where the vascular bundles pass in. These resin canals always run parallel to 

the vascular bundles. Many smaller resin canals grown later are distributed 

in the inner side of the first built resin canals in the bast of the stem and 

root as these plants become developed. We especially find a great many 
resin canals in the younger part of the bast of the old ones ; though the 

latter built resin canals in that portion of Rhus semialata var. Osbeckii are 

to be found regularly situated, these are scattered irreularly in the other 
species. 

   These Rhus plants in "Japan have the resin canal in the pith only in 

the stem and leaf. Although the resin canal in the pith is scarcely to be 
found in the stem of the seedlings, the stem which has sprouted from buds 

has many resin canals in the pith soon after its sprouting. Rhus Toxi-

codendron var. vulgaris is different from the five other species to some 

degree, in that the occurrence of the resin canal in the pith is not olny 
extremely late but also scarcely observed. Those resin canals found in the 

pith are situated mostly in its peripheral portion and run straight or a 
little curved, forming sometimes anastomosis, though the resin canals in 
the phloem run always parallel to the vascular bundles. 

   The resin canals in the leaf, stem, root and flower are circularly or 

elliptically shaped in the cross section, and the epithel of a canal consists 

of the thin walled smaller cells which are little differentiated from the



neighbouring parenchymatous cells. In very young  fruit the resin canals 

in the mesocarp have not yet the parenchymatous sheath, which is found 

distinctly built in the fruit grown bigger. Among these, the pa-

renchymatous sheath found in the fruit of the Rhus verniczfera, Rhus suc-

cedanea and Rhus sylvestris are the greatest, and the cells building the 

sheath are much larger than the ones in the other tissue of the mesocarp 

and in many cases the vascular bundles are arranged in a circle around 

this parenchymatous sheath, but Rhus semialata var. Osbeckii and Rhus 

trichocarpa have only one vascular bundle close to the inner side of the 

sheath.• 

   Putting together the above mentioned results of this investigation we 

should give attention in the classification of the plants that the distribution 

and construction of the resin canal in the Rhus plants in Japan have some 

anatomical characteristics which differ from those of the Rhus plants pre-

viously studied.



圖 版 説 明

Fig・1)NV'ノ キの老茎の 靱皮 の奮生部及び新生部 内にあ る樹脂道 の配列 な示 す。

Fig-2ハ ゼノキに於 ける茎 の節部 の体内 樹 脂道の綱股 をなせ ろ部分の廓大 。

Fig.3ヌ ルデの老樹に 於 ける根 の靱 皮内の樹 脂道の分布 な示 す。

Fig・4ツ タ ウルシの稽 々発育 せろ果實 の中果皮 内に於け る樹脂道の分布 を示 す。

Fig.5ヤ マウル シの若 き果實 の中果皮 内にあ る樹脂道 の分布を示す 。

Fig.6ヤ マウ,レシの花辮 内の維 管束の走 向を示す。

Fig・7ツ タウルシの花辮 内の維 管束の走 向を示 す。

Fig・8ヌ ノレデ の花辮 の横 噺面。

Fig・9ツ タウル シの花辮 の横噺面1こ於 け ろ樹 脂道の廓 大。

Fig.10ッ タ ウ〃 シの花糸 の横断面 の廓大 。

Fig・11ヌ ルデ の花柱の三岐dる 部分 の横噺面。

Fig.12ヌ ルデ の子房 の横噺面 。

Fig・13ハ ゼソ キの若 き茎の 簾管部内t:あ る樹脂道の横噺面の廓大 。

Fig・14ハ セソ キの老茎の 靱皮 の新生部 内1:あ る樹 脂道の横噺面 の廓 大。

Fig・15ハ ゼノキの若 き茎の体内 に あ ろ樹 脂道 の横噺 面 の廓大 。

Fig・16ハv"ノ キの果實 の中果皮 内の樹 脂道の柔膜細胞鞘 を示す。
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原 田:RhUS属 の 樹 脂 道

HARADA  : Resin canal in Rhus


